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8

2

2

今年度
見直し
事 項

1

168

0

▲ 24

169

⑤(増減額)

169

事業
概要

1

 168

 

現状と
背景

�中浜緑地、幸神体育館利用者の駐車場敷地の維持管理を実施する。

中浜緑地、幸神体育館等施設利用者のための駐車場敷地の樹木管理・除
�草等を行ない利用増進を図る。

空港利用者の駐車場利用増進を図るとともに、駐車場敷地内の維持管理
を実施する。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

土　木　費

道路橋りょう費

補助単独の別

169

 

 

道路維持費

当初要求　②

前年度

①

193

1

168

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 1

192

管　理　課

幸神駐車場維持管理費

単独

所管課

0

▲ 24

0

0

増減

その他

⑥－①



10

8

2

2

今年度
見直し
事 項

6,219

30,853

819

▲ 1,944

37,072

⑤(増減額)

37,072

事業
概要

6,219

 30,853

 

現状と
背景

日常の道路パトロールを強化し、道路側溝や舗装等危険箇所の緊急修繕
�や道路清掃・除草の維持管理を行う。

生活関連道や水路の状態を常時監視しながら、危険箇所の補修等を行
�い、安全で円滑な交通の確保を図る。

道路の老朽化による側溝や床板の破損、舗装の陥没など応急的な修繕を
�行っているが、箇所数は年々増加傾向にある。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

土　木　費

道路橋りょう費

補助単独の別

37,072

 

 

道路維持費

当初要求　②

前年度

①

38,197

6,219

30,853

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 5,400

32,797

管　理　課

道路維持費

単独

所管課

0

▲ 1,125

0

0

増減

その他

⑥－①



10

8

2

2

今年度
見直し
事 項

8,998

0

1,508

8,998

⑤(増減額)

8,998

事業
概要

 8,998

 

現状と
背景

市道の街路樹の整姿及び整枝や薬剤散布等による病害虫駆除などの維
�持管理を行う。

�街路樹の適正な維持管理を行い、潤いのある道路景観の確保を図る。

剪定作業を適正な時期に実施する。沿線住民に対し落葉の理解を求め
る。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

土　木　費

道路橋りょう費

補助単独の別

8,998

 

 

道路維持費

当初要求　②

前年度

①

7,490

8,998

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

7,490

管　理　課

街路樹維持管理費

単独

所管課

0

1,508

0

0

増減

その他

⑥－①



10

8

2

2

今年度
見直し
事 項

249

0

2

249

⑤(増減額)

249

事業
概要

 249

 

現状と
背景

�中浜駅駐輪場施設や樹木剪定及びトイレの維持管理を行う。

中浜駅の駐輪場やトイレ・樹木の維持管理を行い、快適な施設利用と美観
�の確保を図る。

平成５年、自転車の放置による交通支障の解消と、中浜駅利用者の利便性
�の向上を図るため駐輪場とトイレを整備した。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

土　木　費

道路橋りょう費

補助単独の別

249

 

 

道路維持費

当初要求　②

前年度

①

247

249

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

247

管　理　課

中浜駅駐輪場管理事業

単独

所管課

0

2

0

0

増減

その他

⑥－①



10

8

2

2

今年度
見直し
事 項

6,000

0

6,0003,000

6,000

⑤(増減額)

3,0003,000

事業
概要

 6,000

 

現状と
背景

毎年、自治会要望として提出される道路施設補修案件のうち、日常的維持
修繕の規模を超えるもので、優先性を考慮し計画的に整備を実施する。

限られた財源で、社会基盤機能を持続的に維持していくためには、優先性
と費用対効果を考慮した計画的対応が求められる。そこで、本事業では、
市道の維持修繕分野において、日常的な簡易的修繕業務と、ある程度の
工事規模に及ぶ施設全体的な改築更新業務を区別し、財源制約のもと計
画的に行うことを目的とする。

  市民にとって最も身近で重要とされる生活社会基盤施設である市道も年々老朽
化の波が押し寄せており、その修繕箇所、費用ともに増加の一途を辿っている。こ
のような物件に対し、現状は日常的維持修繕業務費用の枠の中で、優先性や緊
急性を考慮し、混在する形で実施されているが、その費用比率は全体道路維持
修繕業務の３０％にも及び、本来の日常的維持修繕業務が毎年のように補正計上
される実態となっている。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

土　木　費

道路橋りょう費

補助単独の別

6,000

 

 

道路維持費

当初要求　②

前年度

①

0

3,000

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

管　理　課

市道維持修繕事業（自治会要望分）

 単独

所管課

0

6,000

0

0

増減

その他

管理課では、現在、自治会要望にお
ける維持修繕業務に関して客観的に
審査する仕組みとして、全市道実態
調査を実施しており、その結果を元
にした市道状況検索データベースの
構築を計画している。完成後には、
道路維持修繕業務を日常修繕、緊
急修繕、計画修繕の３つの柱に分類
し、限られた財源の中で、持続的か
つ安定的に道路施設の維持管理を

⑥－①


